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忘 井上ひさ し

大石和彦

● あ ら す じ●

太平洋敦争前夜 の 昭和 ほ年 か らJ 6 年未 まで の ､ 浅草 の し コ
ー

ド店
･

オ デオ ン堂 に暮 ら す庶民 の1琵喜劇 ｡

● プ ロ ジ ェ ク ト在 に つ い て ●

柑8 0 年 代後半
･
- 柑9 0 年 代に か け て ､ 仙台 の 宮沢 に 稽古 場を≠寺つ ｢ 在｣ と い う ア マ チ ュ ア劇 団 が あ りま した

｡

あ れ か ら約 四 半世扁已の 時が 過ぎ ま ｣ た か
､
当時の代.表 で あ る 大石和彦 氏 の 声掛け に よ り ､

元 ｢ 在｣ の方 々 をは じめ
､
氏 の お知 り合 い の演劇仲 周の方 々 と が 協力 し て 今回 の公ミ夷を 行う 亭 に な りま ｣ た

｡

｢ き ら め く星座J は氏 か い つ か公づ寛 L た し､ と前々 か ら 温 め て し､ た 作品 で す
｡

そ し て 今亙【プロ ジ ェ ク ト在】と い う名称 で 初 め て 行 う公演 で す ｡

こ れ か ら:舌動 か続い て い くの か今回 限 りの 公演 にな る の か は ま だ分 か り ま せ/ しカ
モ
､

一

人 で も 多く の方 々 に【劇 団 r 在｣ の 復活】と毛 言 え争
この書己食碑 晰 晶 を ご寛 に な っ て い た だ けれ ば と見 い ま す

｡

● キ ヤ ス . ト

紺 野 鷹志

( 朝 田コ抗う毎配)

八 絶 入 十肋

( 劇l訝ま/ L ざ ら)

( 朗 随 ユ ニ ッ ト ･

展望 の 積まき)

舌ミ可 妙手

( 宮 城教斉

大学演劇部)

山 澤･ 和 幸

( フ リ ー )

佐 々 木祐介

( 東]ヒ学院

大学演劇部)

＼

＼ 払
轡 相田 直衣

( 宮:級数 斉

大学演劇】払)

● 企 画
･朱り作 ･ 主 催 プ Ⅲ ジ エ ク ト在

● 日 時 20 J 7 年3 月 柑 日(土) ほ∵ 0 0
･
- / 柑 ニ00

･
-

5 月 柑 日( 日) ほ ニ0 0
･
-

※ 周壊 は 厨 演 の30 分 節

※ 上演時一間 は套りほ0 分 を 予定( 途 中休憩 ほ分 を含 ℃)
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J
.
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. 円 当 日( 一 般) 乙 00 0 一円

前 売( 草生) J , 5 0 0 月 当 日(畢 生) J . 8 0 0 月

※畢 生 の 方 の 当 日諌算 は草生吉正な ど苫正明書 か 地膚 で す

● ス タ ッ フ

演 出 大 石 茅口彦
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八 尾坂 た / 紺 野 盾五 / 佐 々 木祐介

舌ミ可 妙 子

瀧 原 弘子

●会場島内

仙 台市営城野 区文イヒー

ヒ ン タ
ー ･ ぺ トナ シ ア タ

ー

l任 所】仙 台市宮城 野 区 五 輪 二 丁 自JZ 番7 () 号

【亀吉剖 02 2-2 5 7 - ほ ほ

※ 文 化･

ヒ ン タ
ー

の 駐 車場 に は 収 容台数 に隠 リカくこ ご い ま す

ご 東館 の 際 に は 公 ･共 文通機 瀾 を こ 利 用 く だ さ い
･ J 田山石 線 陸前 原 町 駅 下 車 す く
■ 仙 台 市 営 ぺ ス 仙 台 駅前 柑 . 5 0 .

5 J 番 の り ば
･ 官敏 文通 八 ス 仙台 駅二筋50 番 の り ば

※ 市 営 . 官 文 と も 宮姐野区役所茄 下車 す く

●C o R I c h 予 約
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● 電話 ･

J ト ー ル 予 組 び問 い 合 わ せ 先
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